
 

 

 

 

 

 

 

 今日から２学期がスタートしました。夏休み中、１件の事故もなく全員そろって 

始業式を迎えられたことをうれしく思います。皆様のご指導に感謝いたします。 

 ロンドン・オリンピックでは、獲得メダル数もアテネ五輪を超える３８個となり、 

様々な競技で日本選手の活躍が感動と勇気を与えてくれました。スケールは違いま 

すが、子どもたちの学校生活でも「夢・目標をしっかりと持ち、それに向かって日 

々努力していけば必ずその夢は叶う」という精神でチャレンジしてほしいと思って 

います。２学期は８２日間の長い期間となります。・・・・・・【特に、こんなことに力を入れていきます】 

① 「健康・安全」がすべての大前提です。 

・交通事故防止、特に登下校の通学路の安全確保。ＰＴＡ、関係団体との連携して事故防止に努めます。 

※２６日（日）のＰＴＡ奉仕作業でも通学路（別所と福田の２箇所）について道路の見通しを悪くしてい

る雑草等の除去、ありがとうございました。今後も危険箇所での交通誘導など、ご協力お願いします。 

・体力・運動能力の向上。新スポーツテストの結果を分析し、学年ごとに体育等の時間で継続的に強化を

していきます。また、９月に屋内での水泳学習（８時間）もあります。 

・放射線対策。学年の発達段階に応じて放射線教育に取り組んでいきます。２学期からは自校給食の放射

線測定も始まります。毎日、各校で自校給食の食材や給食について検査員により測定します。 

（詳しくはまたお知らせいたします。） 

② 「確かな学力の向上」は学校と家庭の連携が鍵となります。 

・１時間１時間の授業を大切にし、より一人一人の個別指導に力を入れていきます。家庭学習も個に応じ

た支援をしていきます。ご家庭での応援よろしくお願いします。 

   ・豊かな学びの中核となる図書館の整備を図っていきます。図書ボランティアの皆さんのご協力もいただ

き、着々と整備が進められています。「主体的な調べ学習での活用指導」「朝読・家読の推進」を進めます。 

③ 学校と家庭・地域で「やさしさ・思いやり」の心を育てましょう。 

・あいさつ、言葉遣い、白岩っ子の一日の基本的な生活習慣の定着をめざします。 

・縦割りや委員会・係活動の中で互いに認め合う人間関係を築きます。※「みんなちがってみんないい」 

・いじめは決して許されないという毅然とした指導を進めます。 

 

 

  

８月１８日（土）午前に郡山市公会堂で市Ｐ連東ブロック勉強会が開か 

れました。「子どもの思いやりの心をはぐくむ親の役割」というテーマで 

育成教養委員長の伊藤理恵さんが問題提起をしました。とても大切な内容 

で、すばらしい発表でしたので本日、配布いたしました。ご覧ください。 

市の社会教育指導員の川前先生からも「子どもの話を聞いてあげることが、 

人の話をよく聞く子を育てることにつながる」「家庭生活の些細なことの中 

に思いやりを育てるポイントがある」という示唆をいただきました。 

 

学 校 だ よ り 

平成 24年 8月 27日号  

郡山市立白岩小学校  
 

「夢」「励み」「叶う」チャレンジ精神     

 

 


